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　余が恩 師石川 于代松 先生の 下 に蟋蟀類 の昆蟲 に就い て 細胞學及び遺傳學の

仕事 を始 め て か らかな りの 年月 を閲 した 。 そ の 仕事 の 必要塔よつ て 彼等 を探

集した り飼育した りして ゆ く中に その 彩態や 生態を自然 に 觀察す る機會が 多

く、 N 彼等 に つ い て 實驗 した り、 或 は その學名 を調 べ た りして ゆ く間 に い ろ

い ろの 知 識が雜然 と漫然 と余の 頭 裏 に溜 つ て 來た o 共 等 は甚だ科學 的 で な

く、 云 は S’余の 仕事の 副産物で あつ て 、 粗雜な觀察 で あ り、 未完成の 實驗古

あつ て
、 徒 に 公に すべ を性質の もの で は ない か も しれなV ・o 單に余 の 備忘録

と して 手記 と して 書 き止 む可 き  の で あらうo 然 し叉一方其等が余 の 腦裏を

去 らな い 中に 、 否 、 蓄積し過 ぎな V・前 に こ れを纒めて公 に するの も、 昆蟲殊

に 此等蟋蟀類 に關心 を もた る る諸子 に或 は何物 をか 貢獻 す拓か も知れない 。

ti　S る意味 に 於 て 余の 雜然た る知見 を秩序な く吐 き出 して ゆ き度 い と墨ふ の

で あ る が 、 必す その 中に は後 日訂 正 を要 する馬の や 、 叉 正確な綿密な研究 を

鮒 加せね ばな らな Vb もの が 多 い と信 ず る。 そ の 點時豫 め御承知置 きを願ひ 度

い と思ぶ 。 又 もし、 讀者諸君の 中で余 の 知 識 を補正 し或は新知識 を呈供す る

好意を もた る S 方が あれば幸之 に 過 ぎな い と思ふ o

　　　　　　　　　 日閣 こ於ける蟋蟀に關する業蹟

．日本 に於1る蟋蟀の 研 究 は割合 に等閑に附 せ らiPて ゐ て 、 殊 に學名及 び和

名は甚だ混雑．して ゐ る の で はなv ・か と思ふ o 訳 に 狹v ・余 の 知見で は ある が 、

H本 に 於 ける蟋蟀 に關す る研 究業績を舉げて 見度 い と思 ふ o　　　　　　
’
、

』
害蟲と して の 蟋蟀を取扱 つ て ゐ る もの と しで は古 く佐 々 木忠索郎博士 の H

本農作物害蟲論 （1898）が あ り、 又松村松年博士 の 日本害蟲篇 （1899 ）が あ

〔昆 蟲 第 6眷第 2號 昭 7和 年 （1932）〕
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る o ク イ ワ ン オ ホ コ ホ ロ ギ に關 して は最近楚南仁博氏の報告 （1931 ）が あ るo

徇臺灣 に宸ける害蟲と して の 蟋蟀 に關する松村博士 ・ 牧茂市郎氏 ・新戸渡稻雄

氏 ・青木得一博士等 の業蹟は同氏の 報告 中の 文獻を參照 され度Vb
。

　分類學の 方面は松村博 士 の 日本千蟲 圜解第1卷 （1904）、 薪 日本千蟲 鬪解

第 1卷 （1913）、 谷 貞子氏 の 鳴 く 蟲 va・et・Vi て （8−12）（昆蟲 世 界第 9 卷 ・

1905）、 素木博士 の M … 9・・phi・ d・r　G ・yl＃d・n ・・n　F ・・m ・se （1911）・ 及び

6rth。pte・ a ・f・ th・ J・ p・ n ・・e 恥 pi・e　I （1・ ・ecta

’
晦 t・um ・ ran … v ・L、　4・

　1930）s ．

岡崎常太郎氏の 通髄 騨 瞰 （・9・7）等が ある 。 躰 動物雕 ・ 及 び 最近
，

に發行 された 2 つ の 昆蟲圖鑑 も參考 に なるで あ らうo

　生態學的方面で は閥崎常太郎氏の 數多の業蹟、 寺尾氏及び朴澤氏 の 1 ・2 の

研究k土 屋正雄氏 の 青森縣の 直翅 目 （1931）等が 主なるもの で あ らうo 岡崎

氏 は動物教材の 根本的研究 （1926）の ・picDコ 、ホ ・ ギ の 項 vaすべ て の 業蹟 を簡

單 に纏め られて ゐ るo

　特 に 鳴 く蟲 と して は西村眞次氏 の 鳴 く蟲の 觀察 （1924） に文學的 に取扱 は

れ て ゐ る o

　 叉松 村博士 の 日本昆蟲學 （1898 ）に も 1部 の 記載が あ る 。

　 日本の 蟋蟀類の染色體の 研究 に就V ・て は本 田彦九郎氏の米 國産及 び滿洲産

の もの k關する報告 （1926）及び最近 、 立石新吉氏の 蔓灣産 の もの に關する

報告

’

（1931 ，
1932）が ある O 余 の 蟋蟀の 染色體その 他 に 關す る 研究結果 は主

に帝 國學士院記事 に數次 に 亘 つ て報告 して 置 い た o

　 職業的の 鳴蟲飼育者 と して の 川澄三郎氏・同武吉氏の 名 も逸 し 度 く なVbo

徇分類に關 して の 古川晴男氏 、 素 入飼育家と して の 大澤清嵩氏 も余の 知遇 を

得 て 居 る方 々 で あるo

　 女 に 1種 1種 に つ い て の 知見を述べ て ゆ き度い と思ふ 。

　　　　　　　　　 1．　GりyllUS　mitratus 　BURMEIStER

最近 は A ，h，taの 屬名を用ひ る入もあるや うで 筋 。 灘 は油胡盧で 瀬 名

は今一般 にヱ ン マ コ ホ ・ ギ と云 はれ て ゐ るが 、 佐 々 木先生は之 を漢名め如 く
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「
ホ ロ ギ と云 はれ る さうで あ るo ．日本農作物害蟲篇 を見 る と單 に 『．ホ

p ギ 〔コ 戸 コ ロ コ ロ リ ン
・ク ロ シ ボ ウ （高知）〕Gryzates　crsSimUis と して 載 つ て

ゐ る が 記載 及 び 鬪を見 る と明か に こ の 種で ある。 そ して 家に記載 して あ

’
6 　＝

．y マ コ ホ．U ギ （油胡廬）拡 圖 を見て も一＝ 見 して 解 る如 く現在 の ミ ツ カ ド r ホ

，

ロ

’
ギ で あ るq 　　　　　　　 t／　 ．一，

∵ 松村氏の 日
’
本昆蟲學に は明か に エ シ マ コ 奉 ロ ギ と記 され それ以 後の 諸家は

ts＝ V マ と稱 して ゐ る o

　學名め變：邏 を見る に・．assimilts は ア メ リ ヵ4）もの であ る が
、 松 村氏は 始め

（1898−1899） （耀 ・ales・・ム痂 郁
・WEBEB’を用ぴ られ て 居 り、 千蟲圜解 に は

（17Rtlloaes　Pttrαtus　BUBMElsl7EB を當 て られ
．
て ゐた 。

　地 方 的の 俗 名 と して は ク U ン ボ 叉 は ク ・ チ ク （高知）・ナ ス ク ヒ パ ナナ ン

（新
’
潟）は確か に との 種 を指 して ゐ るもの らし く、 西村氏 に よれ ぱ ヒ U ゴ h

と呼ぶ 地 方 もあ る と い ふ が 、 い つれ の 地方 と も明記 して なV ・

。 岡崎氏 （1926）

に よれ ば備中で は ソ パ キ リ ゴ とい ふ名 をエ ン マ の み で な く普通め コ ホ ロ ギ に

も使 ふ とあ るが 、 ネ ツ キ リゴ と 云 ふ地 方 もあ る と 聞 X｝” て ゐ る 〇 三 河地方で

は （豐橋在 ） カ ン ナ ゴ （なま つ て カ ン ナ ン ゴ ともV ・ふ ） とい ふ ら・い n が 、 e ・

れ もエ ン マ の み を指 す．もの で はな い ら しVo 同 じく同地方の オ カ．マ ギ ス （愛

知地 方で は オ カ マ ギ リ ツ チ U ）が 一般的 で は ある が エ ン マ を指 す の で はなV・

か と云 ふ こ と で あ るo カ ン ナ ゴ の 鳴き聲 は亥 の や うに 聞え る とい つ て傳統的

の歌が あ る さ うで ある o 　　・．

　　 　：　 む：こ う い た

　 　 　 　 　 し う とつ い た

　 　 　 　 　 とん ぎ りぼ う し で 　 と N っ い た

　　　　　あ か い わん わで 　、　　　．
’
．

　 　 　 　 　 まん ま た べ た

　こ の 種 は 内地 産の 蟋蟀の 中で最大の もの で あ らう。 余 は こ の種 を北 海 道

‘欟 》謙 （蔦温泉）・ 棘 で櫞 した。 又イ嶇 ・鶲 ・

桑知 綱 の もの も貰

ひ受けた o 標本 と しでは滿洲産の もの及び臺 灣産 の もの を入手 レて ゐ るo
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此等を通覧 して 見 るに北の 声の もめ程形が小 さ くな グ 色 も黒 く｛複眼 の 周

圍の 白い 環 も段 k 細 く
’
な つ て ゐ るo 愛知 ・幅 岡の ：もの は形 も大 砦くぐ色 も褐

色を帶がぐ複眼 の 周圍  白V ・環も太 く明瞭で あ る6 そ の 兩極端を見れぼ垂 ぐ

別種 と思 はれ る程 で ある。 然 し余は其等の 間 に交配 を行つ て見たが 、 よ く交

尾産卵 し七子孫を作 り、

「
染色eelCも變・bが なく i

’
洞

一一一
’
ntltるとど を知 る の で

あ る o
・唯幾分期待 し七ゐだが ゴ 冒 ル ドシ 9 ミ ヅ lt

’
　r専±

’
が v 孑ヤ イ蛾 で行 つ

て 得たや うな冊性を生す る結果は今迄 の 處得 られ なか う たo 左右の腹節め數

に 少 し異常 を見た め み で あつ た o 　、
「
、　

’
　 ジ

’
．　 ．

・
．弓

‘’
　 ；… ∵ン

　滿 洲産の もの は北海道の よ bも吏に北オ型 セあつ た o 唯不思議なめは余め

得た蘯灣産の もの が豫期 に 反 して 割合に 小型 で あつ た點 で あ る6 立 石氏 の 研 　　．

究 に よ
．
b
’
染色體數は 内地産の ts

”
et）と同一であつ で 、 異種 で はない と思ふ o 本

田氏 は滿洲産 の もの に つ V ・て染色醴數 を 2 つ 少數 に報告 して ゐ る が も 或は觀

察め誤か ぜ別種め もの で は ない で あ らう。 こ の 點は細胞學的 に悉 し く再調 査

す る必要があるo　　
’

・
こ の 蟋蟀 は 、 草 の生 えた原や 川原や 、 或は畑等 に棲 ん で ゐ て

、 ．家屋 の 周圍

に ゐ る こ とは極 め て 稀 の や うに思ふ 。 況ん や 市街地 に は全 く見 られ ない もの

で あるが 、 先年芝匝 の大門め附近 で こ の 鳴聲 を聞V ・た こ とが あ る6 こ れ は蟲

屋か ら買つ た もの が逃げたか 、 或 は附近の芝 の 増上 寺 あた りで 育つ た もの で

あら うか 、と にか く異例と思 ふ o ．　 ・　　
層
． ，

1

“．幼蟲は翅が ない 許 りで な く〜威蟲 と色彩を異に して ゐ る6 全體の 色は金 島

光澤を帶がた塗黒色セ
、 第3胸節の 後縁に 目 も覺める や うな純 白の 1線 を横

に走 らせ て ゐ る o 尾毛の 基部 は淡い 黄褐色 を して居 b、
ti
一先端 に近 い 部分 に胸

の 白線 と同 じ位 に くづ き り
1
した白v ・部 分 をもつ て ゐ る 。 此等の 白い 部 分 喰脆 、

皮の 囘數が 進む につ れ て 』 時明 瞭 に な る が ．k やが て 段 丸 うすれ て 行ρ て 背蕉

小 きな翅が現れる 頃には全 く淌失 し て しま 5b ’・　　 、．1
　　　 「’　 、

’
∴

仔蟲 の 孵化 の 期 日は地 方 に よ b 、叉年 vaよ 凱 そ の 他 の 事情に よつ て非 當

た遲速 が あ るもtt・E思 ふ。 余 が東 京 va於ける飼 育 の實例 を記録すれ ば 1928

年にば北 海道と青森産の もの 幡 6，月 6日・
に既 に孵化 し で

’
ゐたカ  東京言愛知
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もの は 同月 8 日 に始 め て孵つ たo 翌 1929 年に は北海道産の もの は 5 月 13 日

に孵化 した が 内地 の もの は 6 月 6 日及び 11 日に孵 化 して ゐ る01930 年 に は

北海 道 の は 5 月 7 日 に孵化 し、 東．京の は 5月 18 日、愛 知 ・嘔岡 の も
’
の は 5

月 20 日に孵化 して ゐ る o 　　　　　
’

　こ れで 見 る通 り北方型 の 寮の は早 く孵化 するが こ れは東京で 數代飼つ て も

變 は らなvや うで ある o 成蟲 に なる時期 は正確に調 べ たこ と は な v ・が 、 東京

の 野外 で は大軆 8 月 の 中旬で あら うo 北方型の もの は成育 に要 す る期間も短

く早 く成蟲 に な
．
る 。 土屋氏 に よ

・
る と青森で は 7 月 29 日に 成蟲を得 て ゐ るo

成蟲ビなつ た時 は完全 に よ く發逹 し疫後翅 を もつ て ゐ る o

　本種が 鳴 く時 は あま り翅を立 て ない で 鳴 く、 ．45 度 に は
．
至 らな矯であらう0

30 度位 の もの セは な い か と思 ふ 6 誰れ で も よ く知 つ ℃ゐ る や う に ＝ ロ

b ロ コ ロ と V ・ふ 玉 を轉すや うな高い 一聯の 言と そ の後 n り　一 一一
と續 く低V ・音

を もつ て ゐ る o コ 卩 コ ロ ばか り量 つ て ゐ る時 もあるo 明澄 な中に も秋の 寂 し

さを帶び た よい 音で
、 蟲屋で 飼育 して 賣つ て ゐ る 。 余 の 經驗に よ る とど うも

北方型 の 方が聲が あま b冴 え て 聞 えない や うに思 はれ る が 、 如何な る もの で

あ らうか o

　こ の 蟲 の 精球 は 圓 V・球 に細 い 管が っ い て ゐて そ の他端に ス ペ ード形 の 薄片

が つ V・で ゐ る もの で
、 鳴 き立 て S ゐ る雄の 尾 端を見 る と生殖後板 と elasper

の 間 に そ の 圓v 戴 が顔 を出 して ゐ る の が見 え るo 交尾する時に それ をその ま

玉 す つ との ぼ して
、 雌 の 下 か らス tse 　一．ド形 の 部 分だけ を産卵管 の 基部の 軟 い

部分 に挿 入 して や るo 雌は暫 くその 球 をつ けた ま S で ゐ る が 、 暫 くして 落と

すo それ を食べ ない ζ と の 方が 多い や うで ある o

　常識的 に考 へ るとそ の 小球 に精蟲が入 つ て ゐ て細 い 管を通つ て雌の 腹部 に

入 る や う に 見 える が 、そ の 球 を （か な りかたV ・）數個 つ ぶ して鏡檢 した が精

蟲 は見 られ なか つ た 。 か へ つ て雄 の 尾端か らぴ き取 つ た ス ペ ード駄の 小片 に

っ h て ゐ る の が觀察され たo

　REGEN
，
　J （1909， 1910）．が 氈 に G旬伽 3　campeshis で 去勢の 實驗 を行 つ て ゐ

るが 、 余 もこ の種が 形大 で 手術 し易きを思 つ て 行 つ て見た。 小 さな翅が現 れ
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る一つ 前 の 時代に 、 表酸瓦斯で窒息 させ て置 い で 、 背面 項
」 ら鋏 をあて S 少 し

熱 て 睾丸 を取 咄 す。縛 臑 方取 vm す と 鶸 勗 ・ ・ 曜 き位 vabli

の 手術 をす るo 脂肪が外 へ はみ出すが か塗りよ く助か る o 次 の 脱皮が 絡うと

傷痕は見 え る が 皹 贓 着 して ゐ る・ かく して 麟 瞰 つ た もapは B・・k・

氏 と同結果 を得 て立派抜雄の 翅 をもつ て い たo 鳴 き聲 は聞い た か ど うか 判然

して ゐ なv ・o もつ と若 い時代 に や つて 見 られ 」 ば もつ と よvoで あらうが 、 同

じ結果 を生す る の で はあ

’
る まV ・かと思 ふ。 睾丸 をぬ い て「即欒 を移植 する實驗

を試み
’
たが死亡 して しまつ て 中 々 成功 しなか つ た o

●
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